
災害対応における衛星の活用に関する話題

令和２年２月１９日（水）
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防災における観測衛星の利用

緊急参集 初動対応

0分
▼

30分
▼

1日
▼

発災

防災における観測衛星の利用
災害規模の把握（地震の場合）

震度情報
（気象庁）

〇建物被害、人的被害情報
○停電情報（東京電力）
○ガス供給停止情報（東京ガス）等

被害推計情報

実被害情報

○防災関係機関からの
実被害報告

○ヘリテレ画像による
被害情報

○人工衛星画像による
被害情報

等

※初動対応のためには数時間～1日程度での入手が必要

「内閣府 第1回防災利用衛星システム検討会資料」を参考に作成 3



被害状況の把握手段
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（広範囲な観測）例：熊本地震時の災害域の全貌把握

【熊本地震対応（発災直後）での現状】
熊本地震での土砂災害域は広域（東西100km）に分布し、国交省は被害状況の全体把握

に時間を要した。
・地整防災ヘリや地理院航空写真での調査範囲は限定的
・地理院航空写真での全域の調査に、16,19,20日と発災後5日間の航空機撮影を要した。
・TEC-FORCE等による危険個所（1155か所）の現地調査に、27日までの10日間を要した。

100km

65km

整備局ヘリ調査
（ 4/16:南阿蘇村の一部のみ）

ALOS-2観測範囲

地理院航空機撮影（4/16）
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（広範囲な観測）ALOS-2緊急観測事例（台風19号豪雨）

・ 令和元年10月6日に発生した台風19号が10月12日以降、北陸からから東北の地域に大量の雨をもたらすこ
とが予測されたことから、国土交通省からの要請にて、崩壊発生箇所把握及び、浸水域把握を目的として12
日の夜パス以降、計6回の緊急観測を実施。

・ 10月13日の11時56分に観測されたデータから浸水域を判読し、10月13日の夕方に国土交通省へ提供。長野
県の千曲川流域における浸水被害の概要把握に利用された。

・ 10月13日の22時49分に観測されたデータから土砂移動推定域を判読し、10月14日の早朝に国土交通省へ
提供。

長野県千曲川流域の浸水推定域判読結果
（2019年10月13日11時56分観測データを使用）

山梨県早川町周辺における土砂移動推定域判読結果
（2017年12月10日22時49分及び2019年10月13日22時49分の観測データを使用）
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ⒸESA, Contains modified 
Copernicus Sentinel data [2020]

ⒸESA, Contains modified 
Copernicus Sentinel data [2020]

（中分解能）光学衛星画像

ESA（欧州宇宙機関）が運用するSentinel-2（分解能10m）による撮像データ
（2020年2月2日撮像）

東京国際空港

国立競技場

ⒸESA, Contains modified 
Copernicus Sentinel data [2020]



（今後）先進光学衛星（ALOS-3）の広域観測モード
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（土砂災害）シミュレーション画像の一例：②DMCⅡによる

 平成26年広島土砂災害：1. ストリップマップ観測直下視B
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（水害）シミュレーション画像の一例：②DMCⅡによる

 平成27年鬼怒川水害：1. ストリップマップ観測直下視B
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（再掲）（時間）防災における観測衛星の利用

緊急参集 初動対応

0分
▼

30分
▼

1日
▼

発災

防災における観測衛星の利用
災害規模の把握（地震の場合）

震度情報
（気象庁）

○建物被害、人的被害情報
○停電情報（東京電力）
○ガス供給停止情報（東京ガス）等

被害推計情報

実被害情報

○防災関係機関からの
実被害報告

○ヘリテレ画像による
被害情報

○人工衛星画像による
被害情報

等

※初動対応のためには数時間～1日程度での入手が必要

「内閣府 第1回防災利用衛星システム検討会資料」を参考に作成 11



活用に向けて

〇画像データの解析の高度化、自動化へ期待
↑高分解能での撮影、広域撮影いずれも解
析のための体制が必要

〇災害対応従事者の保有する情報（人口、建
物、設備等）と組み合わせ解析の発展により、
防災現場での利用がより一層進むことを期待
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